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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第88期
第１四半期
連結累計期間

第89期
第１四半期
連結累計期間

第88期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

売上高 (百万円) 43,550 43,522 166,981

経常利益 (百万円) 2,082 1,309 5,964

四半期（当期）純利益 (百万円) 1,191 773 3,042

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 933 1,518 5,326

純資産額 (百万円) 43,678 49,244 47,818

総資産額 (百万円) 136,883 139,412 134,862

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 17.71 11.50 45.23

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 30.0 33.1 33.3

(注)１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

２ 【事業の内容】

　

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関す

る事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証

券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、安倍政権の経済政策アベノミクスへの期待など

から消費者マインドが改善し、個人消費は底堅く推移しました。また、輸出も円安の追い風により米国

向けを中心に持ち直すなど、企業の業況感も一部で改善の動きが見られる状況となりました。

当第１四半期連結累計期間における清涼飲料業界の状況につきましては、コーヒー飲料および紅茶

は減少となりましたが、スポーツ飲料が気温の上昇により好調に推移いたしました。また、新製品が順

調に伸びた炭酸飲料、ミネラルウォーターおよび緑茶が増加し、全体では前年同期を上回る実績とな

りました。

食品缶詰業界の状況につきましては、水産缶詰が円安による輸入原料の高騰や海水温が高い影響

で、サバやイワシなどの水揚げが減少し減産となりました。

　
（容器事業）

飲料用スチール空缶につきましては、主力の缶コーヒー分野において業界では前年同期を下回る状

況のなか、受注製品の販売が好調でありましたため、前年同期を上回る結果となりました。

食品缶詰用空缶につきましては、水産缶詰の減少により、前年同期を下回る結果となりました。

プラスチック容器につきましては、積極的な営業活動を続けてまいりましたが、飲料用ペットボト

ル及び無菌充填向けプリフォーム（ボトル成形前の中間製品）ともに前年同期を下回る結果となり

ました。

　食品用ペットボトルにつきましては、醤油ボトルにおいては前年並みの販売となりましたが、食用油

ボトルが中元商品の販売が減少したため、前年同期を下回る結果となりました。

　一般成形品につきましては、バッグインボックスは前年並みの販売となりましたが、台所用洗剤の落

ち込みにより、前年を下回る結果となりました。

　エアゾール用空缶につきましては、殺虫剤関連が順調に推移いたしましたものの、消臭剤などの家庭

用品や燃料ボンベ缶が減少したため、前年を下回る販売となりました。 また、美術缶につきましては、

ギフト用品の低迷などにより前年同期を下回る結果となりました。 

　以上の結果、容器事業全体の売上高は、11,651百万円と前年同期に比べ7.7％の減少となりました。 
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（充填事業）

缶製品につきましては、リシール缶（ボトル缶）が新製品獲得に向けた受注活動により増加し、ま

た、炭酸製品につきましても増加となりましたため、前年同期を上回る結果となりました。

　ペットボトル製品につきましては、無菌充填システムによるアセプティック製品が設備の定期修理

等により減産となりましたものの、ホットパック用大型および小型ペットボトル製品が麦茶・緑茶・

ウーロン茶等で大きく増産となりましたため、前年同期を上回る結果となりました。 

　以上の結果、充填事業全体の売上高は、30,781百万円と前年同期に比べ0.2％の増加となりました。 

　
（機械製作事業）

機械製作部門につきましては、充填機等の受注により前年同期並みの販売となりましたが、金型製

作事業が減少となりましたため、前年同期を下回る結果となりました。

　エンジニアリング部門におきましては、グループ内における各種工事等の受注がありましたものの、

国内の設備投資低迷の影響などにより、前年同期を下回る結果となりました。

　以上の結果、機械製作事業全体の売上高は、189百万円と前年同期に比べ6.7％の減少となりました。 

　
（その他）

インドネシアにおいて、受託充填事業を営んでおりますPT.HOKKAN INDONESIA（ホッカン・インド

ネシア社）は、ミルク入りコーヒー飲料（２５０ｍｌ）等を順調に受注しております。また、当第１四

半期連結会計期間より、主に工場内の運搬作業等を行っております株式会社ワーク・サービスを連結

の範囲に含めたことにより、その他全体の売上高は、899百万円となりました。

　
以上により、当第1四半期連結累計期間における売上高は、43,522百万円と前年同期比0.1％の減少

となり、営業利益は976百万円（前年同期比44.5％減）、経常利益は1,309百万円（前年同期比37.1％

減）、四半期純利益は773百万円（前年同期比35.1％減）となりました。

　
（2）財政状態の分析

（総資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産の残高は139,412百万円（前連結会計年度末は

134,862百万円）となり4,550百万円の増加となりました。これは現金及び預金が減少（1,470百万円

から695百万円へ775百万円の減）したものの、第１四半期は販売数量が増加する時期であるため、受

取手形及び売掛金並びに電子記録債権の増加（36,751百万円から41,119百万円へ4,368百万円の増）

及び所有株式の株価上昇等により投資有価証券が増加（17,632百万円から18,629百万円へ997百万円

の増）したことが主な要因であります。

　
（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は90,168百万円（前連結会計年度末は87,043百

万円）となり3,124百万円の増加となりました。これは設備関係未払金が減少（1,909百万円から696

百万円へ1,212百万円の減）したものの、借入金の増加（43,510百万円から46,747百万円へ3,236百万

円の増）及び買掛金が増加（28,754百万円から29,842百万円へ1,088百万円の増）したことが主な要

因であります。

　
（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は49,244百万円（前連結会計年度末は47,818

百万円）となり1,425百万円の増加となりました。これは主に四半期純利益773百万円の計上、その他

有価証券評価差額金が増加（2,490百万円から2,945百万円へ455百万円の増）したことが主な要因で

あります。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありま

せん。

　

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、そ

の内容等（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

　

　株式会社の支配に関する基本方針について

（１）会社の支配に関する基本方針の内容の概要

当社は、当社の株主の在り方については、当社株式の市場における自由な取引を通じて決せられる

ものであり、当社の支配権の移転を伴う大規模買付行為の提案がなされた場合にこれに応じるべきか

否かの判断も、最終的には株主の皆様の全体の意思に基づき行われるべきものと考えております。

しかしながら、大規模買付行為の中でも、その目的等からみて企業価値ひいては株主共同の利益に

対する明白な侵害をもたらすもの、株主の皆様に株式の売却を事実上強要する恐れがあるもの、当社

の取締役会や株主の皆様が買付条件等について検討し、あるいは当社の取締役会が代替案を提案する

ための十分な時間や情報を提供しないもの等については、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・

向上を妨げ、個々の株主の皆様の判断に委ねるべき前提を欠くものと考えられます。

当社は、上記の例を含め、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を毀損する恐れのある不適切な

大規模買付行為又はこれに類似する行為を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者

としては適切でないと考えております。

　
（２）会社の支配に関する基本方針の実現に資する取組み

当社及び当社グループ（以下、総称して「当社グループ」といいます。）は、大正10年（1921年）の

創業以来、「品質本位に最善の努力を行い、最高の商品を提供する企業として、社会・文化に貢献す

る。」との企業理念に立ち、容器・充填・機械製作事業等を営んでおります。

当社は、平成17年10月に純粋持株会社へ移行し、「グループ全体の最適な戦略立案」「事業会社の

経営執行の監督」「グループ資源の最適配分」を行ってまいりました。また、昨年までの中期経営計

画において、「グループシナジー効果の創出」「事業拡大のための新たなる取り組みへの挑戦」「経

営効率、経営品質の更なる向上」を推し進めてまいりました結果、その目標をほぼ達成することがで

きました。

そして、平成23年度より新たに中期５ヵ年計画「ＡＣＴＩＶＥ－５」をスタートさせました。もの

づくり力の更なる強化や新たなるＴＰＳの構築により、「既存事業の持続的成長」を図ります。また、

新規事業や海外事業にも積極的に取り組むことで、「新たな事業展開への挑戦」を行ってまいりま

す。「活動的、積極的であること」を行動指針として当社グループが一体となり、今後の更なる成長を

目指してまいります。

上記のように、当社グループでは、多数の投資家の皆様に長期的に当社への投資を継続していただ

くため、企業価値ひいては株主共同の利益を向上させることに役員・社員一丸となって取り組むとと

もに、経営の透明性・客観性の確保に努めております。これらの取組みは、会社の支配に関する基本方

針の実現にも資するものと考えております。

　
（３）会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の

決定が支配されることを防止するための取組み

当社は平成20年5月15日開催の取締役会において、「当社株式の大規模買付行為に関する対応策

（買収防衛策）」を決定し、同年６月27日開催の定時株主総会においてご承認をいただいておりま

す。その後、同対応策の有効期限の満了を迎えたため、所要の変更を加えた上で、平成23年６月29日開

催の定時株主総会において、新たに買収防衛策（以下「本プラン」といいます。）を株主の皆様にご

承認いただいております。
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(イ) 本プラン導入の目的

本プランは、会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方

針の決定が支配されることを防止するための取組みとして導入するものです。

当社取締役会は、当社株式に対して大規模な買付行為等が行われた場合に、株主の皆様が適切な判

断をするために、必要な情報や時間を確保し、買付者等との交渉等が一定の合理的なルールに従って

行われることが、企業価値ひいては株主共同の利益に合致すると考え、以下の内容の大規模買付時に

おける情報提供と検討時間の確保等に関する一定のルール（以下、「大規模買付ルール」といいま

す。）を設定することとし、会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって大規模買付

行為がなされた場合の対抗措置を含めた買収防衛策として本プランを導入することといたしました。

　
(ロ) 本プランの対象となる当社株券等の買付

本プランの対象となる当社株式の買付とは、特定株主グループの議決権割合を20％以上とすること

を目的とする当社株券等の買付行為、又は結果として特定株主グループの議決権割合が20％以上とな

る当社株券等の買付行為（いずれについても予め当社取締役会が同意したものを除き、また市場取

引、公開買付等の具体的な買付方法の如何を問いません。以下、かかる買付行為を「大規模買付行為」

といい、かかる買付行為を行う者を「大規模買付者」といいます。）とします。

　
(ハ) 独立委員会の設置

本プランを適正に運用し、当社決定の合理性・公正性を担保するため、当社は、独立委員会規程を定

めるとともに、独立委員会を設置いたします。独立委員会の委員は３名以上とし、公正で中立的な判断

を可能とするため、当社の業務執行から独立している社外監査役又は社外有識者のいずれかに該当す

る者の中から選任します。

独立委員会は、大規模買付者が大規模買付ルールを遵守したか否かの判断、大規模買付行為が当社

に回復し難い損害をもたらすなど、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なう

か否かの判断、対抗措置の発動不発動の判断、発動した対抗措置の停止又は変更等の判断など、当社取

締役会の諮問に対して勧告するものとし、当社取締役会は独立委員会の勧告を最大限尊重するものと

します。独立委員会の勧告内容については、その概要を適宜情報開示することとします。

なお、独立委員会の判断が、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益に資するようになさ

れることを確保するために、独立委員会は、当社の費用で、独立した第三者である専門家（ファイナン

シャル・アドバイザー、公認会計士、弁護士、コンサルタントその他の専門家）等の助言を得ることが

できるものとします。

　
(ニ) 大規模買付ルールの概要

当社が設定する大規模買付ルールとは、①事前に大規模買付者が当社取締役会に対して、必要かつ

十分な情報を提供し、②当社取締役会による一定の評価期間が経過した後に大規模買付行為を開始す

る、というものです。

a．大規模買付者による当社に対する意向表明書の提出

大規模買付者が大規模買付行為を行おうとする場合には、大規模買付行為又は大規模買付行為の提

案に先立ち、提案する大規模買付行為の概要等を記載した意向表明書を、当社の定める書式により当

社取締役会に提出していただきます。

ｂ．大規模買付者による当社に対する必要情報の提供

当社取締役会は、意向表明書を受領した日から10営業日以内に、大規模買付者に対して、大規模買付

行為に関する情報として当社取締役会への提出を求める事項について記載した書面を交付し、大規模

買付者には、当該書面に従い、必要情報を、当社取締役会が適切と判断する期限までに当社取締役会に

書面にて提出していただきます。

なお、提出された必要情報について当社取締役会は速やかに独立委員会に提出することとします。

これを受けて独立委員会が精査した結果、独立委員会が、当該必要情報が大規模買付行為を評価・検

討するための情報として不十分であると判断した場合には、独立委員会は、直接又は当社取締役会を

通じて、大規模買付者に対して追加的に情報提供を求めることがあります。
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また、大規模買付者が出現し、当該大規模買付者から大規模買付行為の提案があった事実及び当社

取締役会に提供された必要情報は、当社取締役会が、その全部又は一部を適時適切に開示します。

なお、独立委員会が、大規模買付行為を評価・検討するための必要十分な情報が大規模買付者から

提出されたと判断した場合には、独立委員会は、直接又は当社取締役会を通じて、その旨の通知を大規

模買付者に発送するとともに、その旨を開示いたします。

c．当社取締役会による必要情報の評価・検討等

当社取締役会は、大規模買付行為の評価等の難易度に応じ、大規模買付行為が対価を現金（円価）

のみとする公開買付による当社の全株式の買付の場合は最長60日間、それ以外の場合は最長90日間を

当社取締役会による評価、検討、交渉、意見形成、代替案立案のための期間として設定します。独立委員

会は取締役会の意見及びその根拠資料並びに代替案等を受領した上、大規模買付行為の内容の検討、

大規模買付者と当社取締役会の経営計画・事業計画等に関する情報収集・比較検討、当社取締役会の

提供する代替案の検討等を行います。

当社取締役会は、独立委員会からの勧告を最大限尊重した上で、当社取締役会としての意見を慎重

にとりまとめ、開示いたします。また、必要に応じ、大規模買付者との間で大規模買付行為に関する条

件改善について交渉を行います。

d．取締役会の決議及び株主総会の開催

当社取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重した上で、対抗措置発動又は不発動等に関する会

社法上の機関としての決議を行うものとします。

また、当社取締役会は、独立委員会が対抗措置の発動について勧告を行い、発動について株主総会の

決議を得ることが相当であると判断し、当社取締役会に対して株主総会の開催を要請する場合には、

株主の皆様に本プランによる対抗措置を発動することの可否を十分にご検討いただくための期間

（以下、「株主検討期間」といいます。）として最長60日間の期間を設定し、当該株主検討期間中に当

社株主総会を開催することとします。

株主総会において対抗措置の発動又は不発動について決議された場合、当社取締役会は、当該株主

総会の決議に従うものとします。当該株主総会が対抗措置を発動することを否決する決議をした場合

には、当社取締役会は対抗措置を発動いたしません。当該株主総会の終結をもって株主検討期間は終

了することとし、当社は、当該株主総会の結果を決議後適時適切に開示いたします。

　
(ホ) 大規模買付行為が実施された場合の対応

a．大規模買付者が大規模買付ルールを順守しない場合

大規模買付者が大規模買付ルールを順守しなかった場合には、具体的な買付方法の如何にかかわら

ず、当社取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重した上で、当社グループの企業価値ひいては株主

共同の利益を守ることを目的として、新株予約権の無償割当等、会社法その他の法令等及び当社定款

が認める対抗措置をとることにより大規模買付行為に対抗する場合があります。

b．大規模買付者が大規模買付ルールを順守した場合

大規模買付者が大規模買付ルールを順守した場合には、当社取締役会は、仮に当該大規模買付行為

に反対であったとしても、当該大規模買付者による大規模買付行為の提案についての反対意見を表明

したり、代替案を提示するなど、株主の皆様を説得するに留め、原則として当該大規模買付行為に対す

る対抗措置はとりません。大規模買付者の当該提案に応じるか否かは、株主の皆様において、当該提案

及び当社が提示する当該提案に対する意見、代替案等をご考慮の上、ご判断いただくことになります。

但し、大規模買付ルールが順守されている場合であっても、当該大規模買付行為が当社に回復し難

い損害をもたらすなど、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なうと判断され

る場合には、例外的に当社取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重した上で、また、必要に応じて

株主総会の承認を得た上で、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を守るために必要かつ

相当な範囲で、対抗措置の発動を決定することができるものとします。
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(へ) 株主の皆様に与える影響等

a．大規模買付ルールが株主の皆様に与える影響等

大規模買付ルールは、株主の皆様が大規模買付行為に応じるか否かを判断するために必要な情報

や、現に当社の経営を担っている当社取締役会の意見を提供し、株主の皆様が代替案の提示を受ける

機会を確保することを目的としています。これにより株主の皆様は、十分な情報のもとで、大規模買付

行為に応じるか否かについて適切な判断をすることが可能となり、そのことが当社グループの企業価

値ひいては株主共同の利益の保護につながるものと考えます。したがいまして、大規模買付ルールの

設定は、株主の皆様が適切な投資判断を行う上での前提となるものであり、株主の皆様の利益に資す

るものであると考えております。

b．対抗措置発動時に株主の皆様に与える影響

大規模買付者が大規模買付ルールを順守しなかった場合又は大規模買付ルールが順守されている

場合であっても、大規模買付行為が当社に回復し難い損害をもたらすなど当社グループの企業価値ひ

いては株主共同の利益を著しく損なうと判断される場合には、当社取締役会は、当社グループの企業

価値ひいては株主共同の利益を守ることを目的として、新株予約権の無償割当等、会社法その他の法

令等及び当社定款により認められている対抗措置をとることがありますが、当該対抗措置の仕組み

上、株主の皆様（大規模買付ルールを順守しない大規模買付者及び会社に回復し難い損害をもたらす

など当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なうと認められるような大規模買

付行為を行う大規模買付者を除きます。）が法的権利又は経済的側面において格別の損失を被るよう

な事態が生じることは想定しておりません。

　
(ト) 本プランの適用開始、有効期限及び廃止

本プランの有効期限は、平成26年６月に開催される当社定時株主総会終結の時までとします。

但し、本プランは、株主総会において承認可決され発効した後であっても、①当社株主総会において

本プランを廃止する旨の決議が行われた場合、②当社取締役会により本プランを廃止する旨の決議が

行われた場合には、その時点で廃止されるものとします。

また、本プランの有効期間中であっても、企業価値ひいては株主共同の利益の向上の観点から随時

見直しを行い、当社株主総会の承認可決を得て本プランの変更を行うことがあります。その場合には、

その変更内容を速やかに開示します。

　
（４）本プランの合理性について（本プランが会社の支配に関する基本方針に沿い、当社グループ

の企業価値ひいては株主共同の利益に合致し、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではな

いことについて）

　
(イ) 当社グループの企業価値及び株主共同の利益の確保・向上の目的をもって導入されているこ

と

本プランは、当社株式に対する大規模買付行為等がなされた際に、当該買付に応じるべきか否かを

株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示するために必要な情報や時間を確保し、

又は株主の皆様のために買付者等と交渉を行うこと等を可能とすることにより、当社グループの企業

価値ひいては株主共同の利益を確保し、向上させるという目的をもって導入されるものです。

　
(ロ) 事前の開示

当社は、株主の皆様及び大規模買付者の予見可能性を高め、株主の皆様に適切な判断の機会を確保

するために、本プランを予め開示するものです。

また、当社は今後も、法令等に従い、必要に応じて適時適切な開示を行います。

　
(ハ) 株主意思を反映するものであること

本プランは、平成23年６月29日開催の第86回定時株主総会において、承認されたものでありますの

で、株主の皆様のご意向が反映されることとなっております。

また、継続後は本プランの有効期間の満了前であっても、当社株主総会において本プランを廃止す

る旨の決議が行われた場合には、本プランはその時点で廃止されることになり、株主の皆様のご意向

が反映されます。

　
(ニ) 独立性の高い社外者の判断の重視

当社は、本プランにおける対抗措置の発動等に関し、当社取締役会に対して勧告等を行う諮問機関

として、当社の業務執行から独立している委員で構成される独立委員会を設置します。
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(ホ) 合理的な客観的発動要件の設定

本プランは、予め定められた合理的かつ詳細な客観的発動要件が充足されなければ発動されないよ

うに設定されており、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保しておりま

す。

　
(ヘ) デッドハンド型やスローハンド型買収防衛策ではないこと

本プランは、当社の株主総会において選任された取締役により構成される取締役会によって廃止す

ることが可能です。したがって、本プランは、デッドハンド型買収防衛策（取締役会の構成員の過半数

を交代させてもなお、発動を阻止できない買収防衛策）ではありません。また、当社は取締役の任期を

１年としているため、本プランはスローハンド型買収防衛策（取締役会の構成員の交替を一度に行う

ことができないため、対抗措置の発動を阻止するのに時間を要する買収防衛策）でもありません。

　
（4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は247百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。

　
（5）従業員数

当第１四半期連結累計期間において、当社グループは工場内運搬作業等の請負業を営む株式会社

ワーク・サービスを連結の範囲に含めたことなどにより、その他事業において163名増加しておりま

す。

　これにより当社グループの従業員数は1,753名となっております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 240,000,000

計 240,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 67,346,93567,346,935
東京証券取引所
市場第一部
札幌証券取引所

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 67,346,93567,346,935― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

― 67,346,935 ― 11,086 ― 10,725

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己株式）
　普通株式　　71,000
（相互保有株式）
　普通株式　 　9,000

― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式  66,996,000 66,996 ―

単元未満株式 普通株式 　　270,935 ― ―

発行済株式総数 67,346,935 ― ―

総株主の議決権 ― 66,996 ―

　

　

② 【自己株式等】

平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己株式）
ホッカンホールディングス
株式会社

東京都千代田区丸の内
２－２－２

71,000 ― 71,000 0.11

（相互保有株式）
トーウンサービス株式会社

埼玉県さいたま市大宮区
土手町１－４９－８

9,000 ― 9,000 0.01

計 ― 80,000 ― 80,000 0.12

　

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、きさらぎ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,470 695

受取手形及び売掛金 33,652 35,845

電子記録債権 3,098 5,273

商品及び製品 5,328 5,106

仕掛品 2,191 2,346

原材料及び貯蔵品 2,209 2,229

繰延税金資産 758 957

その他 2,975 3,194

貸倒引当金 △20 △20

流動資産合計 51,663 55,628

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 20,733 21,243

機械装置及び運搬具（純額） 20,044 19,401

土地 15,788 15,791

リース資産（純額） 1,037 1,125

建設仮勘定 2,360 1,869

その他（純額） 356 394

有形固定資産合計 60,319 59,825

無形固定資産 1,404 1,417

投資その他の資産

投資有価証券 17,632 18,629

長期貸付金 517 516

繰延税金資産 95 94

その他 3,347 3,425

貸倒引当金 △118 △124

投資その他の資産合計 21,474 22,541

固定資産合計 83,199 83,784

資産合計 134,862 139,412
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 28,754 29,842

短期借入金 12,385 17,580

リース債務 338 359

未払法人税等 1,142 490

賞与引当金 800 349

その他 7,968 7,790

流動負債合計 51,389 56,413

固定負債

長期借入金 31,125 29,166

リース債務 956 1,009

繰延税金負債 277 552

退職給付引当金 2,296 2,248

長期未払金 208 98

その他 790 679

固定負債合計 35,654 33,754

負債合計 87,043 90,168

純資産の部

株主資本

資本金 11,086 11,086

資本剰余金 10,750 10,750

利益剰余金 20,532 21,226

自己株式 △23 △24

株主資本合計 42,345 43,039

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,490 2,945

繰延ヘッジ損益 △5 △3

為替換算調整勘定 34 108

その他の包括利益累計額合計 2,519 3,050

少数株主持分 2,953 3,154

純資産合計 47,818 49,244

負債純資産合計 134,862 139,412
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 43,550 43,522

売上原価 38,387 39,059

売上総利益 5,162 4,462

販売費及び一般管理費 3,402 3,486

営業利益 1,759 976

営業外収益

受取利息 1 2

受取配当金 135 97

持分法による投資利益 277 312

受取賃貸料 43 16

その他 36 39

営業外収益合計 495 469

営業外費用

支払利息 133 119

その他 39 16

営業外費用合計 172 135

経常利益 2,082 1,309

特別利益

固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 － 30

特別利益合計 0 30

特別損失

固定資産除却損 33 44

減損損失 5 －

その他 0 0

特別損失合計 38 44

税金等調整前四半期純利益 2,043 1,294

法人税、住民税及び事業税 526 462

法人税等調整額 146 △118

法人税等合計 673 344

少数株主損益調整前四半期純利益 1,370 950

少数株主利益 178 176

四半期純利益 1,191 773
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,370 950

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △169 429

繰延ヘッジ損益 0 4

為替換算調整勘定 △251 107

持分法適用会社に対する持分相当額 △16 26

その他の包括利益合計 △437 568

四半期包括利益 933 1,518

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 833 1,304

少数株主に係る四半期包括利益 99 214
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

　　連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間より、重要性が増した株式会社ワーク・サービスを連結の範囲に含めております。

　

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

　
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

　
(四半期連結貸借対照表関係)

　

　　　債務保証

　従業員の金融機関からの借入金に対して、保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

従業員 14百万円 12百万円

　

　借入金に対して保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

ユニバーサル製缶㈱ 1,430百万円 1,430百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 1,979百万円 1,851百万円
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(株主資本等関係)

　

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年5月11日
取締役会

普通株式 252 3円75銭平成24年3月31日 平成24年6月12日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年5月10日
取締役会

普通株式 252 3円75銭平成25年3月31日 平成25年6月10日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
容器
事業

充填
事業

機械製作
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 12,62530,722 202 43,550 ― 43,550 ― 43,550

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

2,766 ― 602 3,368 ― 3,368△3,368 ―

計 15,39130,722 804 46,918 ― 46,918△3,36843,550

セグメント利益又は損失（△） 235 1,902 △56 2,082 △36 2,045△285 1,759

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業であります。

　２　セグメント利益の調整額△285百万円には、セグメント間取引消去26百万円、各報告セグメントに配分していない

全社費用△312百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない持株会社の一般管理

費であります。

　３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
容器
事業

充填
事業

機械製作
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 11,65130,781 189 42,622 899 43,522 ― 43,522

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

2,796 ― 929 3,726 410 4,136△4,136 ―

計 14,44830,7811,11846,3481,30947,658△4,13643,522

セグメント利益又は損失（△） △503 1,714 △17 1,192 56 1,249△273 976

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業及び工場内運搬作業等の請
負業であります。

　２　セグメント利益の調整額△273百万円には、セグメント間取引消去39百万円、各報告セグメントに配分していない
全社費用△313百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない持株会社の一般管理
費であります。

　３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 17円71銭 11円50銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 1,191 773

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,191 773

普通株式の期中平均株式数(千株) 67,274 67,271

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　

平成25年5月10日開催の取締役会において、平成25年3月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、

次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　252百万円

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　3円75銭

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成25年6月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月９日

ホッカンホールディングス株式会社

取締役会  御中

　

きさらぎ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐　野　允　夫　　    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    竹　見　　浩　　　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているホッ
カンホールディングス株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期
連結会計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１
日から平成25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益
計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ホッカンホールディングス株式会社及び連結
子会社の平成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を
適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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